
ド
イ
ツ
倒
産
法
に
お
け
る
相
続
人
の
た
め
の
免
責
許
可

田

中

宏

治

一

献
呈
の
辞

本
稿
は
、
千
葉
大
学
の
先
輩
教
授
、
金
原
恭
子
先
生
お
よ
び
林
陽

一
先
生
が
二
〇
二
三
年
三
月
末
で
定
年
退
職
さ
れ
た
こ
と
を
お
祝
い

す
る
献
呈
論
文
で
あ
る
。
金
原
先
生
は
、
私
に
と
っ
て
東
京
大
学
大

学
院
生
時
代
の
先
輩
で
も
あ
る
。
ま
た
、
林
先
生
は
、
私
が
大
阪
大

学
准
教
授
か
ら
千
葉
大
学
教
授
に
採
用
さ
れ
た
と
き
の
研
究
科
長
で

あ
る
。
思
い
出
深
い
両
先
生
の
門
出
に
心
か
ら
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
、
末
永
い
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
た
い
。

二

問
題

１

概
要

倒�

産�

法�

の
解
釈
に
関
し
て
矛
盾
す
る
下
級
審
裁
判
例
を
分
析
し
、

相�

続�

法�

の
観
点
か
ら
解
釈
論
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

２

事
案

免
責
許
可
の
申
立
て
を
し
た
債
務
者
Ｓ
が
、
免
責
手
続
開
始
決
定

後�

か
つ
「
善
行
期
間
（W

ohlverhaltenszeit

⑴）」
満
了
後�

、
免
責
許

一

献
呈
の
辞

二

問
題

三

総
説

四

裁
判
例

五

ラ
イ
ポ
ル
ト
説

六

ま
と
め

研
究
ノ
ー
ト

DOI：10.20776/S09127208-38-1-P127
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可
決
定
前�

に
死
亡
し
、
Ｓ
を
被
相
続
人
と
す
る
相
続
が
開
始
し
た
。

こ
の
と
き
、
裁
判
所
は
、
Ｓ
の
相
続
人
Ｅ
の
た
め
に
免
責
許
可
決
定

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
？

３

執
筆
の
経
緯

長
年
の
共
同
研
究
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
デ
ィ
ー
タ
ー
・
ラ
イ
ポ

ル
ト
教
授
（
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
）
の
薦
め
に
よ
る
も
の
で
あ

⑵る
。

す
な
わ
ち
、
ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
は
、
実
体
法
・
手
続
法
双
方
に
膨
大

な
業
績
を
築
い
た
、
戦
後
ド
イ
ツ
民
事
法
学
を
代
表
す
る
碩
学
で
あ

る
が
、
と
り
わ
け
、
倒
産
法
学
は
、
ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
の
も
っ
と
も

得
意
と
さ
れ
る
分
野
で
あ
る
。
そ
の
最
新
論
文
が
、
二
〇
二
二
年
一

二
月
、
倒
産
法
学
の
権
威
た
る
ク
リ
ス
ト
フ
・
パ
ウ
ル
ス
教

⑶授
の
古

稀
記
念
と
し
て
公
表
さ
れ
た
、「
相
続
人
の
た
め
の
免
責
許
可
？

（Restschuldbefreiung
für

die
Erben?

）」
で
あ

⑷る
。
こ
の
論
文
集

は
、
パ
ウ
ル
ス
教
授
専
門
の
倒
産
法
学
の
論
攷
を
中
心
と
し
た
も
の

で
、
そ
れ
ゆ
え
に
ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
も
倒
産
法
学
の
題
目
を
選
ん
だ

と
さ
れ
て
い

⑸る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
ラ
イ
ポ
ル
ト
論
文
は
、
単
に
倒
産
法
上
の
最
新

問
題
を
扱
う
の
で
は
な
い
。
ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
に
と
っ
て
、
実
体
法

学
、
な
か
ん
ず
く
相
続
法
学
は
、
そ
の
注
釈

⑹書
と
教
科

⑺書
の
執
筆
を

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
自
認
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
り
、
範
囲
の
広
大
な

相
続
法
の
中
で
も
「
相
続
の
効
力
」（
ド
イ
ツ
民
法
一
九
二
二
条
以
下
、

日
本
民
法
八
九
六
条
以
下
に
相
当
す
る
部
分
）
が
十
八
番
で
あ
り
、
学

界
・
実
務
を
リ
ー
ド
し
続
け
て
お
ら
れ
る
分
野
で
あ
る
。

ラ
イ
ポ
ル
ト
論
文
は
、
僅
か
十
一
頁
の
短
編
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

倒
産
法
上
の
下
級
審
裁
判
例
の
不
統
一
を
早
期
に
発
見
し
、
そ
れ
を

相
続
法
学
の
観
点
か
ら
理
論
的
に
整
序
す
る
と
い
う
、
倒
産
法
・
相

続
法
の
双
方
を
自
家
薬
籠
中
の
物
と
さ
れ
る
ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
の
面

目
躍
如
た
る
業
績
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
私
は
、
こ
の
ラ
イ
ポ
ル
ト
論
文
を
早
い
時
期
に
わ
が
国

に
紹
介
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
、
そ
の
目
的
で
本
稿
を
起

こ
す
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
、
必
然
的
に
ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
と
の
間

で
質
問
・
確
認
を
繰
り
返
し
、
日
本
法
に
つ
い
て
の
意
見
を
求
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
お
力
添
え
に
対
し
て
こ
こ
で
お
礼
を
申
し
上

げ
た
い
。

４

日
本
法

⑴

総
説

日
本
法
に
お
い
て
、
同
様
の
問
題
、
つ
ま
り
、
免
責
手
続
開
始
決

定
後
に
債
務
者
を
被
相
続
人
と
す
る
相
続
が
開
始
し
た
場
合
に
、
相

続
人
が
免
責
許
可
決
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
解
釈

問
題
を
、
倒�

産�

法�

学�

と
相�

続�

法�

学�

と
が
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
、
確

認
し
て
お
こ
う
。

⑵
「
善
行
期
間
」
制
度
の
有
無

な
お
、
日
本
法
に
お
い
て
は
、「
善
行
期
間
」
と
い
う
制
度
が
存

在
し
な
い
た
め
、
相
続
開
始
時
点
に
お
い
て
善
行
期
間
満
了
の
要
件

が
満
た
さ
れ
て
い
る
か
否
か
が
問
わ
れ
な
い
。
そ
の
差
異
は
、
日
独
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倒
産
法
比
較
が
で
き
な
い
ほ
ど
大
き
な
も
の
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き

る
か
も
知
れ
な
い
。
が
、
―
―
ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
お
よ
び
私
の
理
解
で

は
―
―
「
ド
イ
ツ
倒
産
法
に
お
け
る
相
続
人
の
た
め
の
免
責
許
可
」

と
い
う
問
題
設
定
に
お
け
る
限
り
、
そ
の
違
い
は
本
質
的
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
以
下
で
は
、
倒
産
法
学
と
相
続
法
学
に
跨
が
る
問
題
だ
と

い
う
点
で
ド
イ
ツ
と
共
通
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
重
視
し

て
、
論
を
進
め
た
い
。

⑶

倒
産
法
学

ま
ず
、
倒
産
法
学
に
お
い
て
は
、
比
較
的
最
近
、
こ
の
十
余
年
の

間
に
、
免
責
手
続
開
始
決
定
後
に
相
続
が
開
始
し
た
場
合
の
免
責
手

続
の
扱
い
と
い
う
解
釈
問
題
と
し
て
認
識
が
広
ま
っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
破�

産�

手
続
に
つ
い
て
は
、「
当
該
相
続
財
産
に
つ
い
て
そ
の

破
産
手
続
を
続
行
す
る
」
と
の
明
文
の
規
定
（
破
産
法
二
二
七
条
）

が
存
在
し
、
相
続
財
産
が
破
産
者
と
な
る
。
そ
れ
に
対
し
、
被
相
続

人
の
破
産
手
続
に
付
随
す
る
免�

責�

手
続
に
つ
い
て
は
、
明
文
の
規
定

が
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
、
実
務
上
の
扱
い
と
し
て
は
、
免
責
手
続

が
当
然
に
終
了
す
る
も
の
と
扱
う
の
が
一
般
的
で
あ

⑻る
。
そ
し
て
、

そ
の
結
果
、
相
続
債
権
者
に
対
す
る
責
任
を
逃
れ
よ
う
と
す
る
相
続

人
は
、
別
途
、
限
定
承
認
や
相
続
放
棄
の
手
続
を
と
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
、
と
い
う
点
も
指
摘
さ
れ
て
い

⑼る
。

⑷

相
続
法
学

こ
れ
に
対
し
、
相
続
法
学
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な

問
題
の
存
在
が
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
本
来
で
あ
れ
ば
こ
れ
を
認
識

し
た
上
で
、「
免
責
許
可
を
求
め
る
権
利
（
地
位
）」
が
民
法
八
九
六

条
「
相
続
人
は
、
相
続
開
始
の
時
か
ら
、
被
相
続
人
の
財
産
に
属
し

た
一
切
の
権
利
義
務
を
承
継
す
る
。
た
だ
し
、
被
相
続
人
の
一
身
に

専
属
し
た
も
の
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
い
う
規
定
の
「
一
切
の

権
利
義
務
」
に
含
ま
れ
る
か
否
か
、
と
い
う
形
で
包�

括�

承�

継�

原�

則�

に

従
う
べ
き
か
否
か
の
解
釈
問
題
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
肯
定
さ

れ
る
と
き
に
、
さ
ら
に
、「
一
身
に
専
属
し
た
も
の
」
と
し
て
同
条

本
文
の
規
定
す
る
包
括
承
継
原
則
に
対
す
る
例�

外�

の
扱
い
を
受
け
る

か
否
か
、
と
い
う
第
二
の
解
釈
問
題
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
議
論
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
解
釈

問
題
と
し
て
全
く
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

５

研
究
方
法

本
研
究
は
ラ
イ
ポ
ル
ト
論
文
（
原
論
文
）
の
紹
介
を
目
的
と
す
る

の
で
、
原
論
文
の
叙
述
の
順
序
で
こ
れ
を
紹
介
し
（
三
〜
五
）、
最
後

に
わ
が
国
の
法
学
と
比
較
し
つ
つ
ま
と
め
る
こ
と
に
し
よ
う
（
六
）。

三

総
説

１

総
説

本
稿
の
問
題
は
、
免
責
許
可
の
申
立
て
を
し
た
債
務
者
Ｓ
が
、
善

行
期
間
満
了
後
、
免
責
許
可
決
定
前
に
死
亡
し
た
と
き
に
、
裁
判
所

は
な
お
も
、
Ｓ
の
相
続
人
Ｅ
の
た
め
に
免
責
許
可
決
定
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
は
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
比
較
的
最
近
の
四
つ

の
下
級
審
裁
判
例
（
最
上
級
審
判
決
は
未
だ
存
在
し
な
い
）
を
比
較
検

討
す
る
。
そ
れ
を
紹
介
す
る
前
に
、「
善
行
期
間
」
と
い
う
ド
イ
ツ

倒
産
法
上
の
概
念
と
「
最
高
度
に
人
格
的
」
と
い
う
ド
イ
ツ
相
続
法

上
の
概
念
を
説
明
し
て
お
こ
う
。
わ
が
国
に
は
存
在
し
な
い
概
念
だ

か
ら
で
あ
る
。

２
「
善
行
期
間
」

ド
イ
ツ
倒
産
法
に
お
け
る
善
行
期
間
（W

ohlverhaltenszeit,
-pe-

riode,
-phase

）
と
は
、
債
務
者
が
自
己
に
有
利
な
法
律
効
果
を
取

得
す
る
た
め
に
一
定
の
要
件
を
満
た
す
べ
き
期
間
を
示
す
講
学
上
の

概
念
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
倒
産
法
で
は
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
一
日
以

降
に
申
し
立
て
ら
れ
た
破
産
手
続
に
つ
い
て
、
免
責
許
可
決
定
を
受

け
る
た
め
に
「
善
行
」
を
な
す
べ
き
三�

年�

の
期
間
が
規
定
さ
れ
て
い

る
（
ド
イ
ツ
倒
産
法
二
八
七
条
二
項
前
段
）。

そ
し
て
、
そ
の
「
善
行
」
要
件
お
よ
び
そ
れ
に
反
し
た
と
き
の
効

力
は
、
次
の
と
お
り
規
定
さ
れ
て
い

⑽る
。
す
な
わ
ち
、
―
―

ド
イ
ツ
倒
産
法
二
九
五
条

債
務
者
の
義
務（O

bliegenheiten
）

債
務
者
は
、
破
産
手
続
の
終
了
か
ら
譲
渡
期
限
（A

btre-
tungsfrist

）
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
〔＝

善
行
期
間
〕、
次
に
掲

げ
る
行
為
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

一

相
当
な
有
給
の
雇
用
に
従
事
し
、
雇
用
が
な
い
と
き
は
そ

の
雇
用
を
求
め
、
合
理
的
な
雇
用
を
拒
否
し
な
い
こ
と
。

〔
…
…
〕。

ド
イ
ツ
倒
産
法
二
九
六
条

義
務
違
反

①
破
産
裁
判
所
は
、
債

務
者
が
破
産
手
続
終
了
と
譲
渡
期
限
経
過
と
の
間
〔＝

善
行
期

間
〕
に
そ
の
義
務
に
違
反
し
、
か
つ
そ
れ
に
よ
り
破
産
債
権
者
の

満
足
を
侵
害
す
る
と
き
は
、
破
産
債
権
者
の
申
立
て
に
基
づ
き
免

責
を
拒
絶
す
る
。〔
…
…
〕

な
お
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
の
「
善
行
期
間
」
に
相
当
す
る

制
度
は
、
わ
が
国
の
倒
産
法
に
は
存
在
し
な
い
。

３
「
最
高
度
に
人
格
的
」

ド
イ
ツ
相
続
法
に
お
い
て
は
、
―
―
わ
が
国
と
同
様
―
―
包
括
承

継
原
則
が
採
ら
れ
て
い
る
（
ド
イ
ツ
民
法
一
九
二
二
条
）。

ド
イ
ツ
民
法
一
九
二
二
条

包
括
承
継
（Gesam

trechtsnach-
folge

）
①
人
の
死
亡
（
相
続
開
始
）
に
よ
っ
て
そ
の
財
産
（
相

続
財
産
）
は
一
切
、
一
人
又
は
数
人
の
他
人
（
相
続
人
）
に
移
転

す
る
。

②
〔
…
…
〕

こ
の
規
定
に
よ
る
と
、
相
続
人
に
は
一
切
の
財
産
（V

erm
ögen

）

が
移
転
す
る
。
す
べ
て
の
権
利
が
含
ま
れ
、
典
型
的
な
も
の
は
、
物

権
や
債
権
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
例
外
と
し
て
、
被
相
続
人
の
「
最
高
度
に
人
格
的
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（höchstepersönlich

）」
な
財
産
は
、
被
相
続
人
の
一
身
に
専
属
す

る
も
の
と
し
て
、
相
続
人
に
承
継
さ
れ
な
い
、
と
い
う
解
釈
が
確
定

判
例
で
あ

⑾る
。
そ
の
た
め
、「
最
高
度
に
人
格
的
」
の
解
釈
が
包
括

承
継
の
範
囲
を
定
め
る
重
要
な
基
準
と
な
り
、
ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
は
、

こ
の
解
釈
を
巡
る
諸
問
題
に
お
い
て
一
家
を
成
し
て
い
る
。
と
り
わ

け
、「
デ
ジ
タ
ル
遺
産
（
遺
品
）」
問
題
、
つ
ま
り
、
被
相
続
人
が

ネ
ッ
ト
上
に
残
し
た
情
報
に
つ
い
て
相
続
人
が
開
示
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
、
と
い
う
論
点
は
、
相
続
法
に
お
け
る
二
一
世
紀
最
大

の
論
点
の
一
つ
と
な
り
、
そ
こ
で
連
邦
通
常
裁
判
所
が
ラ
イ
ポ
ル
ト

教
授
の
包
括
承
継
論
を
明
示
的
に
採
用
し
つ
つ
開
示
請
求
を
肯
定
し

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

⑿い
。
本
稿
は
、
そ
れ
に
続
く
ラ
イ
ポ
ル
ト
教

授
の
最
新
業
績
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、「
最
高
度
に
人
格
的
（höchstepersönlich

）」
と
い
う
邦�

訳�

に
つ
い
て
も
争
い
が
あ
る
と
こ
ろ
、
本
稿
で
は
従
来
か
ら
の
自
説

を
改
め
て
い

⒀る
。

本
稿
の
論
点
で
も
、
免
責
の
申
立
て
を
し
た
債
務
者
Ｓ
が
、
善
行

期
間
満
了
後
、
免
責
許
可
決
定
前
に
死
亡
し
た
と
き
に
、
免
責
を
求

め
る
Ｓ
の
権
利
が
「
最
高
度
に
人
格
的
」
な
も
の
と
し
て
承
継
さ
れ

な
い
の
か
、
あ
る
い
は
「
最
高
度
に
人
格
的
」
で
は
な
い
の
で
承
継

さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
形
で
問
題
と
な
る
。

四

裁
判
例

１

第
一
裁
判
（
二
〇
〇
九
年
デ
ュ
イ
ス
ブ
ル
ク
区
裁
判
所
決
定
）

⑴

総
説

一
連
の
裁
判
例
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
が
、
二
〇
〇
九
年
の
デ
ュ
イ

ス
ブ
ル
ク
区
裁
判
所
決
定
で
あ
っ

⒁た
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
相
続
人

の
た
め
の
免
責
許
可
が
肯
定
さ
れ
た
（
肯
定
説
）。

⑵

事
案
と
裁
判
所
の
判
断

こ
の
事
件
で
は
、
債
務
者
は
、
善
行
期
間
が
満
了
し
て
約
四
週
間

後
に
死
亡
す
る
。
免
責
拒
絶
の
申
請
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ

ろ
、
裁
判
所
は
、
債
務
者
の
相
続
人
に
対
し
、
免
責
許
可
決
定
を
下

し
た
。

主
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
二
〇
〇
九
年
一

月
一
五
日
に
死
亡
し
た
〔
債
務
者
〕
の
残
余
債
務
免
責
許
可
の
た
め

の
手
続
に
お
い
て
、
債
務
者
の
相
続
人
は
、
二
〇
〇
一
年
八
月
三
〇

日
の
手
続
開
始
時
に
既
に
確
定
し
て
い
た
債
務
者
の
破
産
債
権
者
に

対
す
る
未
履
行
の
個
人
債
務
に
関
し
、
免
責
を
許
可
さ
れ
る
（
ド
イ

ツ
倒
産
法
三
八
条
）。〔
…
…
〕」。

理
由
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
ド
イ
ツ
民
法
一
九
二
二
条
の
規
定

す
る
相
続
の
包
括
承
継
原
則
に
言
及
し
、
相
続
人
の
た
め
の
免
責
の

可
能
性
を
肯
定
し
た
。
つ
ま
り
、
債
務
者
は
、
善
行
期
間
の
満
了
に

よ
っ
て
、
免
責
許
可
請
求
権
（A

nspruch
aufErteilung

der
Rest-

schuldbefreiung
）
を
取
得
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
請
求
権
は
、
最

ドイツ倒産法における相続人のための免責許可

１３１



高
度
に
人
格
的
（höchstepersönlich

）
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、

債
務
者
の
死
亡
に
よ
っ
て
そ
の
相
続
人
に
承
継
さ
れ
る
、
と
い
う
論

理
で
あ

⒂る
。
そ
し
て
、
仮
に
債
務
者
の
死
亡
が
善
行
期
間
満
了
前�

で

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
免
責
許
可
決
定
は
な
さ
れ
な
い
、
と
言
う
。

⑶

ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
の
コ
メ
ン
ト

右
の
裁
判
所
の
論
理
は
、
自
明
な
も
の
で
は
な
い
、
と
さ
れ

⒃る
。

と
い
う
の
は
、
債
務
者
〔
自
身
〕
に
新�

た�

な�

ス�

タ�

ー�

ト�

を
切
ら
せ
る

と
い
う
免
責
の
趣
旨
と
、
相
続
人
が
債
務
者
の
法
律
上
の
地�

位�

を�

承�

継�

す
る
、
と
い
う
こ
と
と
が
相
容
れ
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
か
ら
で

あ
⒄る

。

２

第
二
裁
判
（
二
〇
一
三
年
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
区
裁
判
所
決
定
）

⑴

総
説

第
二
の
裁
判
が
二
〇
一
三
年
の
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
区
裁
判
所
決
定
で

あ
⒅る

。
第
一
裁
判
と
は
逆
に
、
相
続
人
の
た
め
の
免
責
許
可
が
否
定

さ
れ
た
（
否
定
説
）。

⑵

事
案
と
裁
判
所
の
判
断

こ
の
事
件
で
は
、
債
務
者
は
、
善
行
期
間
が
満
了
し
た
翌
月
に
死

亡
す

⒆る
。

主
文
に
お
い
て
は
、「
二
〇
一
二
年
三
月
三
日
の
債
務
者
の
死
亡

に
よ
り
、
相
続
財
産
の
免
責
は
な
さ
れ
な
い
（D

urch
den

T
od

des
Schuldners

am
03.03.2012

findet
zugunsten

des
N
achlasses

keine
Restschuldbefreiung

statt.

）。」と
判
示
さ
れ
る
だ
け
で
、そ

の
根
拠
条
文
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
点
で
、
根
拠
条
文
に
つ
い

て
苦
心
の
解
釈
を
判
示
し
た
後
述
の
第
四
裁
判
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

理
由
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
こ
の
論
点
に
答
え
る
た
め
に
は
、

①
包
括
承
継
原
則
、
②
倒
産
法
の
趣
旨
お
よ
び
③
相
続
人
と
関
係
者

（
と
り
わ
け
破
産
債
権
者
）
の
利
益
を
「
継
続
性
と
法
的
安
定
性
の

観
点
（im

H
inblick

aufK
ontinuität

und
Rechtssicherheit

）」
か

ら
衡
量
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
言
う
。
そ
の
上
で
、
債
務
者
自
身
に

新�

た�

な�

ス�

タ�

ー�

ト�

を
切
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
免
責
許
可

を
求
め
る
権
利
は
最
高
度
に
人
格
的
（höchstepersönlich

）
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
、
債
務
者
の
死
亡
に
よ
っ
て
そ
の
相
続
人
に
承
継

さ
れ
な
い
、
と
結
論
づ
け

⒇た
。

ま
た
、
決
定
末
尾
で
は
、
免
責
に
よ
っ
て
個
別
債
権
の
存
否
や
範

囲
に
つ
い
て
不
明
確
性
（U

nklarheit

）
が
生
じ
る
こ
と
に
対
す
る

懸
念
が
示
さ
れ
た
。

⑶

ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
の
コ
メ
ン
ト

ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
は
、
一
方
で
、
本
決
定
が
こ
の
論
点
を
第
一
裁

判
よ
り
深
く
論
じ
た
こ
と
を
評
価
し
つ
つ
、
他
方
で
、
個
別
債
権
の

存
否
や
範
囲
に
つ
い
て
の
不
明
確
性
が
免
責
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ

と
を
的
確
に
指
摘
し
、
批
判
し
て
い

21る
。

《研究ノート》
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３

第
三
裁
判
（
二
〇
一
三
年
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
区
裁
判
所
決
定
Ⅱ
）

⑴

総
説

第
三
裁
判
は
、
第
二
裁
判
と
同
年
の
同
裁
判
所
決
定
で
あ
る
の
で
、

こ
れ
を
二
〇
一
三
年
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
区
裁
判
所
決
定
Ⅱ�

と
し
よ

22う
。

こ
こ
で
は
、
第
二
裁
判
と
は
逆
に
（
第
一
裁
判
と
同
様
に
）、
相
続
人

の
た
め
の
免
責
許
可
が
肯
定
さ
れ
た
（
肯
定
説
）。

⑵

事
案
と
裁
判
所
の
判
断

こ
の
事
件
で
は
、
債
務
者
は
、
善
行
期
間
が
満
了
し
て
五
週
間
ほ

ど
で
死
亡
す
る
。
裁
判
所
は
、
債
務
者
の
相
続
人
に
対
し
、
債
務
者

の
債
務
に
関
す
る
免
責
許
可
決
定
を
下
し
た
。

主
文
は
、
第
一
判
決
と
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
債
務
者
の

相
続
人
は
、
債
務
者
の
破
産
債
権
者
に
対
す
る
債
務
に
つ
い
て
、
残

債
務
免
責
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。」

理
由
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
第
二
裁
判
の
判
断
（
否
定
説
）
を

明
示
的
に
捨
て
、
肯
定
説
に
乗
り
換
え
た
こ
と
を
示
す
。
免
責
許
可

を
求
め
る
権
利
が
「
最
高
度
に
人
格
的
」
で
あ
る
か
否
か
の
解
釈
が

問
題
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
①
包
括
承
継
原
則
、
②
倒
産
法
の
趣

旨
お
よ
び
③
相
続
人
と
関
係
者
の
利
益
を
継
続
性
と
法
的
安
定
性
の

観
点
か
ら
衡
量
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
解
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
、
第

二
裁
判
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
裁
判
の
論
理
に
つ
い
て
次

の
欠
点
を
強
調
す
る
。
す
な
わ
ち
、
善
行
期
間
満
了
後
、
裁
判
所
が

直
ち
に
免
責
許
可
決
定
を
す
れ
ば
（
間
も
な
く
債
務
者
は
死
亡
し
て
）

相
続
人
の
た
め
の
免
責
許
可
と
な
る
の
に
対
し
、
直
ち
に
免
責
許
可

決
定
を
し
な
い
で
い
る
う
ち
に
債
務
者
が
死
亡
す
る
と
相
続
人
は
免

責
許
可
の
効
果
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
偶
然

（Zufälligkeit

）
で
結
論
が
異
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
ラ
イ
ポ
ル
ト
説
を
引
用
し
つ
つ
、
包
括
承
継
原
則
に
対
す
る
例

外
を
導
く
た
め
に
は
、
法
律
上
の
特
則
（besondere

gesetzliche
V
orschrift

）
ま
た
は
法
律
上
の
特
別
の
根
拠
（besondere

A
n-

haltspunkte
im

Gesetz

）
が
必
要
と
述
べ
、
そ
の
よ
う
な
も
の
は

倒
産
法
に
は
存
在
し
な
い
、
と
判
示
し

23た
。

⑶

ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
の
コ
メ
ン
ト

ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
は
、
差
し
当
た
り
、
第
三
裁
判
に
つ
い
て
は
、

コ
メ
ン
ト
を
し
て
い
な
い
。

４

第
四
裁
判
（
二
〇
一
九
年
ド
レ
ス
デ
ン
区
裁
判
所
決
定
）

⑴

総
説

第
四
裁
判
が
最
新
の
二
〇
一
九
年
の
ド
レ
ス
デ
ン
区
裁
判
所
決
定

で
あ

24る
。
肯
定
説
の
第
一
裁
判
・
第
三
裁
判
を
明
示
的
に
批
判
し
、

免
責
手
続
終
了
を
決
定
し
た
（
否
定
説
）。

⑵

事
案
と
裁
判
所
の
判
断

こ
の
事
件
で
も
や
は
り
、
善
行
期
間
満
了
後
に
債
務
者
が
死
亡
す

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
間
的
間
隔
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。

裁
判
所
は
、
債
務
者
死
亡
を
理
由
に
、
免
責
手
続
終
了
を
決
定
す

る
。
な
お
、
債
務
者
死
亡
を
理
由
と
す
る
手
続
終
了
の
明
文
の
規
定

ドイツ倒産法における相続人のための免責許可
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は
無
く
、
ド
イ
ツ
倒
産
法
二
九
九
条
の
規
定
（
免
責
が
拒
絶
さ
れ
る

と
き
の
手
続
終
了
の
規
定
）
の
類
推
適
用
で
あ
る
。

主
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
手
続
は
、
ド
イ

ツ
倒
産
法
二
九
九
条
の
規
定
を
類
推
し
て
、
終
了
す
る
（D

as
V
er-

fahren
w
ird

analog
§

299
InsO

eingestellt.

）。」

理
由
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
明
文
の
規
定
が
無
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
死
亡
し
た
債
務
者
の
相
続
人
に
免
責
の
効
果
を
享
受
さ
せ
る

こ
と
は
、
基
本
法
一
四
条
三
項
の
規
定
（
公
用
収
用
を
法
律
の
留
保

の
下
に
許
す
規
定
）
に
反
す
る
、
と
判
示
す
る
。

ま
た
、
相
続
人
の
た
め
の
免
責
に
関
す
る
明
文
の
規
定
が
無
い
こ

と
を
類
推
適
用
（
こ
こ
で
の
類
推
適
用
は
、
右
の
ド
イ
ツ
倒
産
法
二
九

九
条
の
類
推
適
用
と
は
異
な
る
意
味
で
あ
る
の
で
注
意
）
に
よ
っ
て
も

埋
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
判
示
す
る
。
つ
ま
り
、
相
続
債
権
者

か
ら
の
相
続
人
の
保
護
に
つ
い
て
は
「
法
律
の
規
定
の
欠

25缺
」
が
そ

も
そ
も
無
く
、
被
相
続
人
の
債
務
に
よ
っ
て
不
利
益
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
相
続
人
に
は
、
他
の
手
段
（
相
続
放
棄
、
相
続
財
産
破
産
手

26続

お
よ
び
不
足
の
抗
弁
（D

ürftigkeitseinrede

）（
ド
イ
ツ
民
法
一
九
九
〇

条
27））

が
用
意
さ
れ
て
い
る
、
と
判
示
す
る
。

さ
ら
に
、
免
責
許
可
決
定
は
、
債
務
者
の
債
務
全
部
に
つ
い
て
で

は
な
い
の
で
、
相
続
財
産
破
産
手
続
を
申
し
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
れ
が「
絶
望
的
な
混
乱
」を
引
き
起
こ
す
で
あ
ろ
う
、
と
判
示
す

28る
。

⑶

ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
の
コ
メ
ン
ト

ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
は
、
第
四
裁
判
に
対
し
、
明
文
の
規
定
の
欠
缺

を
前
提
に
、
類
推
解
釈
を
検
討
す
る
の
が
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ

る
、
と
い
う
一
定
の
評
価
は
与
え

29る
。

五

ラ
イ
ポ
ル
ト
説

１

総
説

以
下
、
ラ
イ
ポ
ル
ト
説
を
紹
介
し
よ
う
。
結
論
を
先
に
述
べ
れ
ば
、

ラ
イ
ポ
ル
ト
説
は
、
肯
定
説
で
あ
り
、
第
一
裁
判
・
第
三
裁
判
を
支

持
す
る
も
の
で
あ
る
。

２

肯
定
説
を
違
憲
と
す
る
第
四
裁
判

ま
ず
、
ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
は
、
肯
定
説
の
帰
結
が
法
律
上
の
根
拠

の
無
い
公
用
収
用
で
あ
っ
て
違
憲
だ
と
判
示
す
る
第
四
裁
判
に
対
し
、

次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
た
し
か
に
、
二
〇
年
以
上

前
に
免
責
が
導
入
さ
れ
た
当
時
は
、
債
権
の
喪
失
が
基
本
法
一
四
条

の
規
定
と
抵
触
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
区
裁
判
所
は
、〔
…
…
〕
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
対
し
、

免
責
規
定
を
違
憲
と
す
る
よ
う
求
め
た
。
し
か
し
、
連
邦
憲
法
裁
判

所
は
、
こ
れ
を
退
け
て
い
る
。
私
の
知
る
限
り
、
そ
の
後
は
、
免
責

の
合
憲
性
が
問
題
と
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
今
日
で
は
も
は
や
免
責

に
対
す
る
批
判
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
も
し
、
免

責
を
全
体
と
し
て
合
憲
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
よ
り
に
よ
っ
て
債
務

者
の
死
亡
後
の
免
責
と
い
う
最
後
の
小
さ
な
ピ
ー
ス
（das

kleine
Schlussstück

）
を
違
憲
と
す
る
の
は
説
得
力
に
欠
け
る

30。」
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包
括
承
継
と
「
最
高
度
に
人
格
的
」
で
あ
る
こ
と

⑴

相
続
法
の
原
則
の
適
用
可
能
性

つ
ぎ
に
、
ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
は
、
相
続
法
上
の
包
括
承
継
原
則
が

倒
産
法
に
も
妥
当
す
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
た

し
か
に
、
相
続
開
始
時
に
継
続
す
る
手
続
に
は
、
民
法
一
九
二
二
条

の
〔
包
括
承
継
〕
規
定
は
、
手
続
当
事
者
と
裁
判
所
と
の
間
の
法
律

関
係
（
訴
訟
法
関
係
）
が
公
法
に
属
す
る
限
り
、
た
と
え
そ
の
手
続

が
私
法
関
係
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
直
接
に
は
適

用
さ
れ
な
い
。
訴
訟
開
始
時
に
係
属
す
る
民
事
訴
訟
に
つ
い
て
は
、

民
事
訴
訟
法
二
三
九
条
・
二
四
六
条
の
規
定
に
従
っ
て
、
相
続
人
へ

法
的
地
位
が
移
転
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
倒
産
手
続
が
債
務
者
の

相
続
人
に
移
転
す
る
こ
と
も
ま
た
一
般
に
肯
定
さ
れ
て
い
る
。〔
…

…
〕
相
続
人
へ
の
移
転
が
相
続
法
上
の
包
括
承
継
に
依
拠
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る

31。」

こ
の
よ
う
に
言
っ
て
、
ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
は
、
こ
こ
で
問
題
に
な

る
被
相
続
人
の
地
位
が
手
続
上
の
も
の
と
し
て
の
性
質
を
含
ん
で
い

る
と
し
て
も
、
そ
れ
に
は
相
続
法
上
の
包
括
承
継
原
則
が
妥
当
す
る

と
主
張
す
る
。

⑵

善
行
期
間
満
了
後
か
ら
免
責
許
可
決
定
ま
で
の
期
間
に
お
け
る

相
続
開
始

善
行
期
間
満
了
前�

の
相
続
で
あ
れ
ば
ま
だ
し

32も
、
善
行
期
間
満
了

後�

に
お
い
て
は
、
債
務
者
の
法
律
上
の
地
位
が
「
最
高
度
に
人
格

的
」
で
あ
っ
て
相
続
法
の
原
則
に
対
す
る
例
外
と
な
る
理
由
は
認
め

ら
れ
な
い
、
と
ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
は
言
う
。
善
行
期
間
満
了
後
の
債

務
者
の
法
律
上
の
地
位
は
、
第
一
裁
判
で
は
、「
免
責
許
可
を
求
め

る
手
続
法
上
の
請
求

33権
」
と
さ
れ
、
第
三
裁
判
で
は
、「
免
責
許
可

を
求
め
る
権
利
ま
た
は
法
的
地
位
」
と
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
、
そ
れ
ら
は
単
な
る
見
込
み
（A

ussicht

）
で
は
な
く
権
利

（Recht

）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
免
責
許
可
決
定
は
、
善
行
期

間
満
了
後
の
ど
の
時
点
で
下
さ
れ
る
か
と
い
う
偶
然
に
左
右
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
。
第
三
裁
判
は
、
こ
れ
を
強
調
す
る
点
で
説
得
力
が
あ

る
、
と
言

34う
。

４

相
続
人
の
他
の
手
段

第
四
裁
判
が
否
定
説
を
採
る
際
に
挙
げ
た
、
相
続
人
保
護
に
は
免

責
以
外
の
他
の
手
段
も
存
在
す
る
、
と
い
う
論
拠
に
も
、
ラ
イ
ポ
ル

ト
教
授
は
与
し
な
い
。
そ
れ
は
、
第
四
裁
判
の
挙
げ
る
相
続
財
産
破

産
手
続
も
、
免
責
と
同
程
度
に
は
相
続
人
を
保
護
し
な
い
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
受
託
者
に
譲
渡
す
る
必
要
が
な
く
、
ま
た
、
破
産
債

権
者
が
引
当
て
と
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
財
産
を
、
債
務
者
た
る
被

相
続
人
が
善
行
期
間
中
に
取
得
す
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
た
め
で

あ
35る

。

５

混
乱
は
生
じ
な
い
こ
と

さ
ら
に
、
免
責
許
可
を
認
め
る
と
、
相
続
財
産
破
産
手
続
と
の
関

係
で
「
絶
望
的
な
混
乱
」
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
第
四
裁
判

の
主
張
も
、
こ
の
場
合
に
免
責
の
対
象
と
な
る
債
務
は
、
債
務
者
の

ドイツ倒産法における相続人のための免責許可
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生
存
中
の
免
責
の
場
合
と
同
様
に
、
明
確
に
範
囲
を
画
さ
れ
る
の
で

あ
る
か
ら
、
本
来
説
得
力
が
無
い
、
と
言
う
。

ま
た
、
第
四
裁
判
の
主
張
は
、
現
在
で
は
い
よ
い
よ
正
確
で
は
な

い
、
と
ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
は
的
確
に
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
第
四
裁

判
後
に
成
立
し
た
二
〇
二
〇
年
改
正
に
よ
る
倒
産
法
三
〇
〇
条
一
項

後
段
の
規
定
に
従
っ
て
、
破
産
裁
判
所
に
よ
る
免
責
許
可
決
定
は
、

善
行
期
間
満
了
時
に
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

従
来
は
、
免
責
許
可
決
定
の
効
果
は
、
将
来
に
対
す
る
も
の
に
限
ら

れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
現
在
で
は
、
遡
及
効
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
う
す
る
と
、
免
責
許
可
決
定
時�

が
そ
の
効�

力�

に
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
免
責
許
可
決
定
は
、
手
続
上
は

相
続
人
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
実
体
法
上
の
効
力

は
、
ま
ず
債
務
者
（
被
相
続
人
）
に
つ
い
て
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
う
す
る
と
、
免
責
許
可
の
法
律
効
果
発
生
と
相
続
開
始
と
が
そ
も

そ
も
時
間
的
に
区
別
さ
れ
、
死
亡
し
た
債
務
者
に
対
し
て
も
免
責
許

可
が
遡
及
的
に
効
力
を
生
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
後
の

相
続
財
産
破
産
手
続
と
の
関
係
で
混
乱
は
ま
す
ま
す
生
じ
な
い
こ
と

に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

六

ま
と
め

１

日
本

日
本
法
に
お
い
て
は
、
免
責
手
続
開
始
決
定
後
に
相
続
が
開
始
し

た
場
合
の
免
責
手
続
の
扱
い
と
い
う
解
釈
問
題
に
つ
い
て
、
①
倒
産

法
学
に
お
い
て
は
、
免
責
手
続
が
当
然
に
終
了
す
る
、
と
い
う
実
務

上
の
扱
い
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
一
方
、
②
相
続
法
学
に
お
い
て
は
、

そ
の
実
務
上
の
扱
い
が
包
括
承
継
原
則
の
例
外
を
な
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
そ
も
そ
も
認
識
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
理
論
的
検
討
は
未

着
手
の
状
態
で
あ
る
。

２

ド
イ
ツ

⑴

肯
定
説
と
否
定
説

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
最
近
、
相
反
す
る
下
級
審
裁
判
例
が
二
〇

〇
九
年
以
降
に
四
件
蓄
積
さ
れ
た
。
免
責
手
続
上
の
善
行
期
間
満
了

後
に
債
務
者
を
被
相
続
人
と
す
る
相
続
が
開
始
し
た
と
き
は
、
免
責

許
可
決
定
は
、
①
相
続
人
の
た
め
に
な
さ
れ
る
、
と
い
う
解
釈
（
肯

定
説
）
と
、
②
相
続
人
の
た
め
に
は
な
さ
れ
な
い
、
と
い
う
解
釈

（
否
定
説
）
と
の
対
立
で
あ
る
。
肯
定
説
を
採
る
場
合
に
は
、
条
文

解
釈
上
の
困
難
は
存
在
し
な
い
も
の
の
、
否
定
説
を
採
っ
て
手
続
を

終
了
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
根
拠
が
問
題
と
な
り
、
類
推
適
用
な
ど

苦
心
の
跡
が
見
ら
れ
て
い
る
。

⑵

ラ
イ
ポ
ル
ト
説

ド
イ
ツ
で
も
、
学
説
と
し
て
は
、
従
来
こ
れ
を
正
面
か
ら
検
討
す

る
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
右
の
下
級
審
裁
判
例
の
登
場

を
契
機
に
、
こ
れ
を
倒
産
法
学
と
相
続
法
学
の
双
方
に
跨
が
る
解
釈

問
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
ラ
イ
ポ
ル
ト
論
文
が
二
〇
二
二
年
末
に
公

表
さ
れ
た
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
相
続
の
効
力
の
包
括
承
継
原
則
が

決
め
手
と
な
り
、
肯
定
説
が
支
持
さ
れ
て
い
る
。
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お
わ
り
に

翻
っ
て
日
本
法
の
状
況
を
顧
み
る
と
、
倒
産
法
学
・
相
続
法
学
の

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
示
唆
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

⑴

倒
産
法
学

ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
と
私
が
検
討
し
た
限
り
で
は
、
善
行
期
間
要
件

の
有
無
は
、
ド
イ
ツ
倒
産
法
は
日
本
倒
産
法
と
の
比
較
法
を
不
可
能

に
す
る
ほ
ど
大
き
な
違
い
で
は
な
く
、「
ド
イ
ツ
倒
産
法
に
お
け
る

相
続
人
の
た
め
の
免
責
許
可
」
と
い
う
問
題
に
関
し
て
両
法
は
相
似

の
関
係
に
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
も
―
―
ド
イ
ツ
倒

産
法
は
と
も
か
く
―
―
日
本
倒
産
法
の
専
門
家
で
は
な
く
、
ま
た
、

私
も
―
―
相
続
法
に
つ
い
て
と
も
か
く
―
―
倒
産
法
に
つ
い
て
は
詳
し

く
な
い
の
で
、
次
の
明
確
な
点
を
指
摘
を
す
る
に
止
め
た
い
。

す
な
わ
ち
、
倒
産
法
実
務
で
は
、
免
責
手
続
開
始
決
定
後
に
債
務

者
を
被
相
続
人
と
す
る
相
続
が
開
始
す
る
場
合
に
お
け
る
免
責
手
続

の
当
然
の
終
了
が
一
般
的
で
あ
り
、
そ
れ
が
学
問
上
も
肯
定
さ
れ
て

い
る
と
し
て
も
、
そ
の
根
拠
が
―
―
ド
イ
ツ
と
は
異
な
り
―
―
未
検

討
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
法
と
同
様
に
日
本
法
に
も
明�

文�

の
根

拠
規
定
が
欠
け
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
と
が
、（
法
律
上
の
規
定

は
明
文
の
も
の
で
あ
る
必
要
は
な
い
こ
と
を
前
提
に
）
法
律
上
の
規
定

の
欠
缺
を
来
す
の
か
。
来
す
と
す
れ
ば
そ
れ
は
類
推
解
釈
で
埋
め
ら

れ
る
べ
き
か
そ
れ
と
も
立
法
に
よ
っ
て
対
応
さ
れ
る
べ
き
か
。
あ
る

い
は
、
そ
も
そ
も
法
律
上
の
規
定
の
欠
缺
を
来
し
て
い
な
い
と
す
れ

ば
、
い
か
な
る
法
律
上
の
根
拠
規
定
が
存
在
す
る
と
解
釈
さ
れ
て
い

る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

⑵

相
続
法
学

こ
れ
に
対
し
、
相
続
法
学
に
対
す
る
示
唆
は
、
明
確
で
あ
る
だ
け

で
な
く
深
刻
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
免
責
手
続
開
始
決
定
後
に
債
務

者
を
被
相
続
人
と
す
る
相
続
が
開
始
す
る
場
合
に
お
け
る
免
責
手
続

の
当
然
の
終
了
、
と
い
う
相
続
法
上
の
包
括
承
継
原
則
に
反
す
る
実

務
上
の
扱
い
を
ま
ず
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
―
―

ド
イ
ツ
と
の
比
較
法
を
度
外
視
し
て
も
―
―
日
本
相
続
法
学
と
し
て
認

識
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
上
で
、
そ
の
実
務
上
の
扱
い
が
相
続
法
上
適
法
で
あ
る
か
否

か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
包
括
承
継
原
則
に
反
す
る
こ

と
を
理
由
と
し
て
こ
れ
を
違
法
と
判
断
す
る
こ
と
が
解
釈
論
と
し
て

あ
り
得
る
だ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
、
こ
れ
を
適
法
と
判
断
す
る
こ
と
も
解

釈
論
と
し
て
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。
そ
の
解
釈
論
は
二
つ
想
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
第
一
に
、「
免
責
許
可
を
求
め
る
権
利
（
地
位
）」
が

民
法
八
九
六
条
本
文
の
「
一
切
の
権
利
義
務
」
に
含
ま
れ
な
い
こ
と

を
理
由
と
す
る
も
の
、
第
二
に
、
同
条
但
書
の
「
一
切
の
権
利
義

務
」
に
含
ま
れ
る
け
れ
ど
も
そ
れ
が
「
一
身
に
専
属
し
た
も
の
」
で

あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

※
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究

（
Ｃ
）課
題
番
号
一
九
Ｋ
〇
一
三
九
一
「
代
償
請
求
権
と
諸
制
度
の
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関
連
と
展
開
」
の
成
果
で
あ
る
。

⑴

松
下
祐
記
「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
倒
産
法
草
案
に
お
け
る
免
責
制
度

の
導
入
―
―
わ
が
国
に
お
け
る
議
論
の
指
針
を
求
め
て
―
―
」
本
郷

法
政
紀
要
三
号
（
平
六
）
二
四
九
頁
〜
二
八
三
頁
、
二
五
八
頁
。
本

稿
は
、
こ
の
松
下
論
文
に
多
く
を
負
う
。
こ
の
松
下
論
文
は
、
ド
イ

ツ
に
お
け
る
免
責
制
度
導
入
当
時
の
議
論
を
現
在
に
伝
え
る
貴
重
な

業
績
で
あ
る
。
ま
た
、
免
責
制
度
を
巡
る
ド
イ
ツ
語
の
邦
訳
に
幾
つ

も
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
有
す
る
基
本
文
献
で
あ
る
。

⑵

Dieter
Leipold,D

r.jur.,D
r.h.c.

（Städtische
U
niversität

O
saka

）,D
r.

h.c.

（D
em

okritos
U
niversität

T
hrazien

）,o.
Professor

（em
.

）für
Bürgerliches

Recht
und

Zivilprozess-
rechtan

der
U
niversitätFreiburg

i.Br.
ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
と

の
共
同
研
究
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
田
中
宏
治
『
ド
イ
ツ
売
買
論
集
』

（
信
山
社
、
二
〇
二
一
）
四
頁
以
下
参
照
。

⑶

Christoph
Paulus,LL.M

.

（Berkeley

）,o.Professor
（em

.

）

für
Bürgerliches

Recht,Zivilprozess-
und

Insolvenzrecht
sow

ie
Röm

isches
Recht

an
der

H
um

boldt-U
niversität

zu
Berlin.

一
九
九
二
年
に
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
大
学
准
教
授
と
な
り
、
一

九
九
四
年
に
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
教
授
と
な
り
、
二
〇
一

九
年
の
定
年
ま
で
勤
め
上
げ
ら
れ
た
。

⑷

Leipold,
Dieter:Restschuldbefreiung

für
die

Erben?
in:

de
la

Durantaye,
Katharina／Paulus,

David
／Tirado,

Ig-
nacio ／W

etbrook,
Jay／Zenker,

W
olfgang:

FS
Paulus,

M
ünchen

2022,SS.447

―457.

⑸

Leipold,
Dieter:Restschuldbefreiung

für
die

Erben?,aaO
,

S.447.

⑹

M
üK

oBGB／Leipold,9.A
ufl.,2022,Einl.ErbR,§§

1922

―1966,
2064

―2086.

合
計
五
五
八
頁
に
上
る
。

⑺

Leipold,
Dieter:Erbrecht,23.A

ufl.,T
übingen

2022.

⑻

本
稿
に
関
す
る
日
本
の
倒
産
法
学
に
つ
い
て
は
、
旧
友
か
つ
同
僚
の

松
下
祐
記
教
授
か
ら
親
身
の
ご
教
導
を
受
け
た
。
心
か
ら
の
お
礼
を

申
し
上
げ
た
い
。
そ
れ
を
正
確
に
反
映
で
き
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、

も
ち
ろ
ん
私
の
責
任
で
あ
る
。
大
阪
地
裁
第
六
民
事
部
「
は
い
六
民

で
す

お
答
え
し
ま
す
一
四
六
―
二
」
月
刊
大
阪
弁
護
士
会
二
〇
一

一
年
三
月
号
（
平
二
三
）
八
〇
頁
〜
八
二
頁
、
八
二
頁
、
田
原
睦
夫

・
山
本
和
彦
監
修
『
注
釈
破
産
法
（
下
）』（
き
ん
ざ
い
、
平
二
七
）

五
二
一
頁
、
伊
藤
眞
『
破
産
法
・
民
事
再
生
法
（
第
五
版
）』（
有
斐

閣
、
令
四
）
九
九
頁
注
三
〇
、
伊
藤
眞
ほ
か
『
条
解

破
産
法
〔
第

三
版
〕』（
弘
文
堂
、
令
四
）
一
五
五
三
頁
。

⑼

野
村
剛
司
ほ
か
『
破
産
管
財
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
〔
第
二
版
〕』（
平
二

五
）
九
六
頁
以
下
（
相
続
放
棄
に
の
み
言
及
）、
田
原
・
山
本
・
前

掲
『
注
釈
破
産
法
（
下
）』
六
三
八
頁
、
伊
藤
眞
・
前
掲
『
破
産
法

・
民
事
再
生
法
』
九
九
頁
注
三
〇
、
伊
藤
眞
ほ
か
・
前
掲
『
条
解

破
産
法
〔
第
三
版
〕』
一
五
五
三
頁
以
下
。

⑽

吉
野
正
三
郎
『
ド
イ
ツ
倒
産
法
入
門
』（
成
文
堂
、
平
一
九
）
五
九

頁
以
下
、
一
七
二
頁
以
下
参
照
。
本
稿
は
、
同
書
に
対
し
、
ド
イ
ツ

倒
産
法
の
内
容
理
解
お
よ
び
邦
訳
に
つ
い
て
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
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こ
の
名
著
無
く
し
て
は
、
ド
イ
ツ
倒
産
法
全
体
を
短
期
間
で
俯
瞰
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ご
学
恩
に
深
謝
す
る
次
第
で

あ
る
。

⑾

こ
の
解
釈
論
は
、
人
格
権
論
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
有
す
る
論
文
が
、
米
村
滋
人

「
人
格
権
の
権
利
構
造
と
『
一
身
専
属
性
』（
一
）〜（
五
・
完
）」
法

協
一
三
三
巻
（
平
二
八
）
九
号
一
頁
〜
四
〇
頁
、
一
二
号
九
八
頁
〜

一
二
九
頁
、
一
三
四
巻
（
平
二
九
）
一
号
八
〇
頁
〜
一
〇
六
頁
、
二

号
一
四
一
頁
〜
一
六
五
頁
、
三
号
六
七
頁
〜
一
三
三
頁
。

⑿

こ
れ
を
紹
介
す
る
論
文
と
し
て
、
差
し
当
た
り
、
臼
井
豊
「
デ
ジ
タ

ル
遺
品
の
法
的
処
理
に
関
す
る
一
考
察
（
一
）（
二
・
完
）
―
―
ド

イ
ツ
初
のLG

Berlin

二
〇
一
五
年
一
二
月
一
七
日
判
決
を
中
心

に
―
―
」
立
命
三
六
七
号
一
四
五
頁
〜
一
六
九
頁
、
三
六
八
号
二
〇

三
頁
〜
二
三
六
頁
（
平
二
八
）、
同
「
デ
ジ
タ
ル
遺
品
訴
訟
の
ゆ
く

え
（
一
）（
二
・
完
）
―
―
Ｂ
Ｇ
Ｈ
二
〇
一
八
年
七
月
一
二
日
判
決

の
速
報
と
解
説
・
論
評
―
―
」
立
命
三
八
一
・
三
八
二
号
（
平
三

〇
）
一
八
五
頁
〜
二
二
八
頁
、
三
八
三
号
（
令
元
）
二
二
四
頁
〜
二

五
六
頁
、
田
中
宏
治
「
ド
イ
ツ
民
法
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
遺
産
―
―

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
事
件
―
―
」
磯
村
保
ほ
か
編
『
法
律
行
為
法
・
契

約
法
の
課
題
と
展
望
』
磯
村
保
古
稀
（
成
文
堂
、
令
四
）
六
八
三

頁
〜
七
〇
二
頁
、
同
「
デ
ジ
タ
ル
遺
産
に
関
す
る
ド
イ
ツ
・
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
事
件
再
論
」
沖
野
眞
已
ほ
か
編
『
こ
れ
か
ら
の
民
法
・
消

費
者
法
（
Ⅰ
）』
河
上
古
稀
（
信
山
社
、
令
五
）
七
八
七
頁
〜
八
〇

四
頁
。

⒀

二
〇
二
二
年
時
点
で
は
、「
極
め
て
個
人
的
」
と
訳
出
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
や
は
り
「
人
格
」
と
い
う
語
を
当
て
る
べ
き
と
思
い
直
し
、

こ
の
語
の
邦
訳
に
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
あ
る
米
村
説
に
立
ち
返
る
こ

と
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
田
中
宏
治
・
前
掲
「
ド
イ
ツ

民
法
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
遺
産
」
六
九
七
頁
参
照
。

⒁

A
G

D
uisburg

25.5.2009

―62
IK

59／00,N
ZI2009,659.

⒂

A
G

D
uisburg

25.5.2009

―62
IK

59／00,N
ZI2009,659,659.

⒃

Leipold,
Dieter:Restschuldbefreiung

für
die

Erben?,aaO
,

S.448.

⒄

M
üK

oBGB／Leipold,8.A
ufl.,2020,§

1922
Rn.215.

⒅

A
G

Leipzig
11.1.2013

―402
IK

204／06,ZV
I2013,236.

⒆

A
G

Leipzig
11.1.2013

―402
IK

204／06,ZV
I
2013,236

の
表
題

が
「
い
わ
ゆ
る
善
行
期
間
中
に
債
務
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
免
責

を
受
け
る
請
求
権
は
、
最
高
度
に
人
格
的
な
性
質
で
あ
っ
て
相
続
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
相
続
人
に
移
転
し
な
い
。（V

erstirbt
der

Schuldner
w
ährend

der
sog.W

ohlverhaltensperiode,
so

gehtsein
A
nspruch

aufErteilung
der

Restschuldbefrei-
ung

nicht
auf

seine
Erben

über,
da

dieser
A
nspruch

höchstpersönlicher
N
atur

und
nicht

vererblich
ist.

）」
と
編

集
さ
れ
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
な
誤
り
で
あ
る
。
こ
の
決
定
の
主
文

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
のjuris

で
確
か
め
る
と
、
善
行
期
間
は
二
〇
一
二

年
二
月
一
四
日
に
満
了
し
、
債
務
者
は
同
年
三
月
三�

日
に
死
亡
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
判
決
理
由
に
お
い
て
善
行
期

間
満
了
後�

の
債
務
者
死
亡
の
効
果
が
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
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か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
た
し
か
に
、「
理
由
」
の
「
二
」

に
は
、
債
務
者
が
同
年
三
月
一�

四�

日
に
死
亡
し
た
と
記
載
さ
れ
て
い

て
、
主
文
と
理
由
に
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
（
お
そ
ら
く
、
善
行
期
間

満
了
日
の
一
四
日
に
引
き
ず
ら
れ
た
誤
記
で
あ
ろ
う
）。
し
か
し
、

ど
ち
ら
が
正
し
く
て
も
い
ず
れ
に
し
ろ
善
行
期
間
満
了
後�

で
あ
る
こ

と
に
は
変
わ
り
は
な
い
。
こ
の
点
、ラ
イ
ポ
ル
ト
論
文
が
正
確
で
あ
る
。

⒇

A
G

Leipzig
11.1.2013

―402
IK

204／06,ZV
I2013,236,236.

21

Leipold,
Dieter:Restschuldbefreiung

für
die

Erben?,aaO
,

S.448.

22

A
G

Leipzig
26.4.2013

―406
IK

189／07,N
ZI

2014,316

（m
it

zust.A
nm

. M
.
A
hrens

）.

23

A
G

Leipzig
26.4.2013

―406
IK

189／07,N
ZI

2014,316,317

に

は
、（
ド
イ
ツ
の
判
文
と
し
て
は
珍
し
く
き
ち
ん
と
引
用
せ
ず
に
）

単
に„

M
üK

oBGB“

と
し
て
い
る
が
、
ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
の
執
筆

に
か
か
る
、M

üK
oBGB／Leipold,6.A

ufl.,2013,§
1922

Rn.19

の
部
分
を
指
し
て
い
る
。

24

A
G

D
resden

17.4.2019

―544
IN

2661／11,
BeckRS

2019,
21081.

25

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
「
法
律
の
規
定
の
欠
缺
」
が
類
推
解
釈
の
要
件

で
あ
る
と
一
般
に
定
式
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
お
よ
び
そ
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
田
中
宏
治
『
ド
イ
ツ
売
買
論
集
』（
信
山
社
、
令
三
）
二

二
二
頁
参
照
。

26

相
続
財
産
破
産
手
続
は
、
債
務
超
過
ま
た
は
支
払
不
能
の
相
続
財
産

に
お
い
て
、
相
続
債
権
者
の
（
債
権
額
に
応
じ
た
）
平
等
な
満
足
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
ド
イ
ツ
倒
産
法
上
の
制
度
で
あ
る

（
ド
イ
ツ
倒
産
法
一
条
以
下
、
三
一
五
条
以
下
）。Leipold,

Dieter :Erbrecht,23.A
ufl.,aaO

,Rn.711ff.

27
「
不
足
の
抗
弁
」
と
は
、
相
続
財
産
中
の
積
極
財
産
が
極
め
て
少
な
い

た
め
に
、
相
続
財
産
管
理
や
相
続
財
産
破
産
手
続
で
は
、
そ
の
費
用

す
ら
ま
か
な
え
ず
、
合
理
的
で
な
い
場
合
に
お
い
て
、
相
続
人
に
対

し
、
相
続
財
産
が
不
足
ず
る
限
り
、
相
続
債
権
者
へ
の
弁
済
を
拒
絶

す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。Leipold,

Dieter:
Erbrecht,

23.A
ufl.,aaO

,Rn.715f.

28

A
G

D
resden

17.4.2019

―544
IN

2661／11,
BeckRS

2019,
21081,

Rn
16f.

つ
ま
り
、
倒
産
法
三
〇
二
条
（
非
免
責
債
権
）
の

規
定
す
る
債
権
は
含
ま
れ
ず
、
さ
ら
に
、
破
産
手
続
開
始
時
に
存
在

し
た
被
相
続
人
の
債
務
し
か
含
ま
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。

29

Leipold,
Dieter:Restschuldbefreiung

für
die

Erben?,aaO
,

S.450.

30

Leipold,
Dieter:Restschuldbefreiung

für
die

Erben?,aaO
,

S.451.

31

Leipold,
Dieter:Restschuldbefreiung

für
die

Erben?,aaO
,

S.452f.

32

善
行
期
間
満
了
前
の
相
続
に
つ
い
て
も
ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
は
詳
細
に

検
討
を
加
え
る
け
れ
ど
も
、本
稿
で
は
省
略
す
る
。Leipold,

Dieter:
Restschuldbefreiung

für
die

Erben?,aaO
,S.453f.

33

免
責
許
可
決
定
に
よ
っ
て
実
体
法
上
の
権
利
も
変
動
す
る
の
で
、

「
手
続
法
上
の
請
求
権
」
と
い
う
表
現
は
不
正
確
で
あ
る
、
と
ラ
イ
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ポ
ル
ト
教
授
は
言
う
。Leipold,

Dieter:
Restschuldbefreiung

für
die

Erben?,aaO
,S.455.

34

Leipold,
Dieter:Restschuldbefreiung

für
die

Erben?,aaO
,

S.454f.

35

Leipold,
Dieter:Restschuldbefreiung

für
die

Erben?,aaO
,

S.455.
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